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6-08 インシデント・リポート 
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１ 事故（アクシデント）とインシデント 

事故の定義、事故か事故でないかの境界は、時にあいまいですが、

ロウイングの「事故」とは、例えば以下のようなケースです。 

□ 第三者や公的機関の出動または救助活動の発生。 

□ 第三者の施設、装備に損害を与えた場合。 

□ 医療機関への送致を伴う負傷・疾病の発生。 

□ 乗艇中の、自力で漕げなくなるようなボートの損傷。 

これらよりも軽微なできごと、つまり「事故にはならなかったが危

うく事故になるところだった」というできごとを、「前事故事象」とか

「インシデント」と呼びます。 

 

２ インシデント・リポート 

インシデントの報告を、インシデント・リポートといいます。それは、

いわゆる「始末書」や「事故報告」とは異なるものです。本質的に

①責任を問う、反省を促すような懲罰・戒めが目的ではないこと、

②扱う範囲を(事故だけでなく)広くインシデントに拡大していること、

③データの蓄積・分析・公開で、未来の事故を低減・予防すること

が目的です。 
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３ 日本ボート協会のインシデント・リポート・システム 

日本ボート協会は、インシデント・リポート・システムを構築し、協

会に事故やインシデントを報告する体制をとっています。 

日本ボート協会／競技者トップ／安全なローイングに、その案内が

あります。書式をダウンロードして、記入し、地域のボート協会、

担当者（セーフティ・アドバイザ）に提出することができます。 

日本ボート協会 https://www.jara.or.jp/rower.html 

 
 

また、電子掲示板； https://6257.teacup.com/incident/bbs 

でも投稿できます。誰でも投稿できます。あなたのレポートが、

未来の他水域の同様事故の抑制につながります！ 

 


